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様
々
な
経
験
を
学
び
「
同
盟
運
動
」

の
飛
躍
的
前
進
を
起
こ
そ
う
！ 

会
員
拡
大…

い
ま
、
伊
藤
千
代
子
の
映

画
製
作
・
上
映
運
動
と「
同
盟
建
設
」
を

結
ん
だ
活
動
が
進
ん
で
い
ま
す
。
富
士

見
市
の
共
産
党
市
議
の
皆
さ
ん
全
員
が

入
会
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
、「
富
士

見
市
に
同
盟
支
部
を
作
ろ
う
と
云
う
こ

と
に
な
り
、
昨
年
12
月
、
先
ず
共
産
党

地
区
委
員
長
を
同
盟
に
迎
え
、
次
に
、

共
産
党
議
員
団
と
懇
談
を
し
て
、
矢
島

会
長
と
私
で
、
同
盟
加
入
、
署
名
、
千
代

子
映
画
の
三
点
で
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
中
で
、
そ
の
場
で
は
返
事
は
い
た
だ

け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
明
け
早
々
、

『
全
員
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
』

と
加
入
書
と
年
会
費
が
届
け
ら
れ
た
。

ま
た
、『
映
画
上
映
に
つ
い
て
も
地
域
の

諸
団
体
と
協
力
し
て
前
向
き
に
検
討
す

る
』
と
の
嬉
し
い
返
事
が
あ
り
ま
し
た
」

（
大
澤
辰
夫
常
任
理
事
談
）
。 

 

ま
た
、
こ
の
間
、「
伊
藤
千
代
子
」
を

学
ぶ
中
で
の
会
員
拡
大
も
進
ん
で
い
ま

す
。
先
日
開
い
た「
ワ
タ
ナ
ベ
・
コ
ウ
さ
ん

の
学
習
・
交
流
会
」
を
通
じ
て
、
浦
和
と

行
田
で
合
計
５
名
の
方
が
入
会
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
６
月
に
は
、
３
年
ぶ
り
に「
全

国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３

月
か
ら
は
全
国
的
に
〝
２
万
人
の
同
盟

建
設
〟
め
ざ
し
て「
特
別
期
間
」
が
設
定

さ
れ
ま
す
。「
伊
藤
千
代
子
」の
映
画
は 

            

を
達
成
。
ま
た
、
各
地
で
同
盟
支
部
結
成

の
展
望
も
切
り
開
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

参
加
者
か
ら
の
感
想
の
一
部
を
紹
介 

＊
人
間
は
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
る
き
っ

か
け
と
な
る
。
自
分
自
身
も
そ
う
で
あ
っ
た

が
、
ワ
タ
ナ
ベ
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
そ
の

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。「
伊
藤
千
代
子
の

生
涯
」
の
映
画
は
、
上
映
運
動
を
強
め
る
中

で
影
響
力
を
多
く
の
人
に
広
め
る
こ
と
が

出
来
る
と
思
い
ま
す
。(

川
口
市
Ｍ
さ
ん) 

＊
ワ
タ
ナ
ベ
さ
ん
の
率
直
な「
何
も
知
ら
な

い
人
間
だ
っ
た
」
と
い
う
告
白
に
好
感
持
ち

ま
し
た
。
特
別
に
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
方
で
な
い
限

り
そ
う
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
山
岸

一
章
さ
ん
を
以
前
か
ら
存
じ
て
い
ま
し
た

し
、
尊
敬
も
し
、
多
少
の
交
流
も
あ
り
ま
し

た
の
で
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
無
名
の
革
命
家

た
ち
の
存
在
と
そ
の
貢
献
に
は
関
心
と
尊

敬
を
よ
せ
て
お
り
ま
す
。
山
岸
さ
ん
、
藤

田
さ
ん
の
努
力
は
大
き
い
。
よ
い
映
画
が
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
、
蕨
で
も
運
動
を
す

す
め
て
ま
い
り
ま
す
。(

蕨
市
Ｎ
さ
ん) 

 

 

                      

【
個
人
署
名
】  

 
 

(

１
３
４
筆) 

小
池
三
枝
子 

さ
い
た
ま
市
北
区 

20
筆 

望
月 

た
け
し   

越
谷
市    

20
筆 

生
澤 

壮
介 

さ
い
た
ま
市
北
区 

４
筆 

佐
藤 

信
也 

 
 

 

東
松
山
市 

10
筆 

埼
玉
県
教
職
員
組
合     

 
 

５ 

筆 
 

 

共
産
党
さ
い
た
ま
市
議
団 

 
 

 
 

 

27
筆 

国
賠
同
盟 

 

春
日
部
支
部 

 
  

５ 

筆 
 

 

同 
 

 

行
田
・
羽
生
支
部   

43
筆 

署
名
合
計
（ 

１
月
末
現
在
） 

 
 

 
   

個
人
署
名 

   

１
３
６
３ 

筆 
 

 
 

 
   

団
体
署
名 

 
 

 
 

 
 

12
筆 

   

川
畑 
勝
弘 

  
   

富
士
見
市 

寺
田 
玲   

 
 

 
 

富
士
見
市 

小
川 

匠 
 

 
  

 
 

富
士
見
市 

木
村 

邦
憲 

 
 

   

富
士
見
市 

仲
内 

節
子 

 
 

 
  

蕨
市 

橋
本 

静
修 

   

さ
い
た
ま
市
緑
区 

      

 

       

１
月
19
日
（
水
）
さ
い
た
ま
市
内

で
、「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
〜
伊
藤

千
代
子
の
生
涯
〜
」
埼
玉
県
上
映
実

行
委
員
会
主
催
で
、
第
１
部
で
新
刊

の
漫
画「
伊
藤
千
代
子
の
青
春
」の
著 

新
加
入
同
盟
員
紹
介 

（
10
名
） 

（
前
号
の
続
き
）日
本
共
産
党
春
日
部
市
議

団
、
同
さ
い
た
ま
地
区
委
員
会
、
同
東
部
北

地
区
委
員
会
、
国
賠
同
盟
春
日
部
支
部
、

同 

行
田
羽
生
支
部
、
秋
山
も
え
、
浅
子
薫

衣
、
大
澤
辰
雄
、
小
久
保
剛
志
、
菅
原
明
、

林
登
美
男
、
松
川
康
子
。 

（
敬
称
略
・
１
月
末
日
現
在
） 

      

国
賠
運
動
を
世
に
知
ら
せ 

広
げ
て

く
れ「
同
盟
拡
大
」
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

埼
玉
県
組
織
も
、
次
期
総
会
ま
で
に

掲
げ
た
目
標
「
４
百
の
同
盟
」
の
実
現

目
指
し
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

請
願
署
名…

５
月
の「
国
会
請
願
」

ま
で
３
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
苦
労
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
目

標
の
１
万
筆
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。
県
本
部
は
こ
の
間
、「
年
末
募

金
の
お
願
い
」
等
と
結
む
な
ど
し
て
、

約
40
団
体
に
申
入
れ
を
行
い
、
署

名
を
要
請
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

全
会
員
へ「
署
名
用
紙
」
を
届
け
て
、

10
筆
、
20
筆
運
動
の
呼
び
か
け
を

行
い
、
既
に
、
何
人
か
の
方
々
か
ら

署
名
が
届
き
始
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
到
達
は
目
標
の
13
・
６
％
で
遅

れ
を
脱
し
切
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
節

目
標
も
決
め
取
り
組
み
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

当
面
３
月
15 

日
ま
で
に
50 

％
目
指
し
て 

頑
張
り
ま
し 

ょ
う
。 

年
末
財
政
活
動
・
・・
11
月
に
矢
島

会
長
の「
年
末
財
政
の
お
願
い
」
を
会

員
の
皆
さ
ん
に
お
出
し
し
た
と
こ
ろ

大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
、
会
費
と
募
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼 

や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
ワ
タ

ナ
ベ
さ
ん
の
サ
イ
ン
会
も
休
憩
時
間
に
行
わ

れ
、
列
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り
で
、
笑
顔
が
広

が
り
ま
し
た
。
持
ち
込
ん
だ
20
冊
は
、
即
完

売
と
な
り
ま
し
た
。 

第
２
回
実
行
委
員
会
開
き
上
映
会
を
交
流 

そ
の
後
、
県
本
部
主
催
で
５
月
９
日
、
埼

玉
会
館
小
ホ
ー
ル
で
の
上
映
を
軸
に
、
県
内

各
地
の
上
映
運
動
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

第
２
回
実
行
委
員
会
が
開
か
れ
、
12
団

体
、
国
賠
同
盟
の
全
て
の
支
部
と
10
地
域

実
行
委
員
会(

準
備
会
含)

、
県
同
盟
の
理

事
の
皆
さ
ん
ら
が
参
加
。
報
告
提
案
は
、
大

野
辰
男
事
務
局
長
が
行
い
、
４
月
23
日
、

川
口
市
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
、
５
月
７
日
行
田

市
み
ら
い
と
、
埼
玉
県
内
で
も
次
々
と
上

映
会
が
組
ま
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
も
紹
介

さ
れ
、
成
功
に
向
け
て
経
験
の
交
流
と
意

志
統
一
の
場
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
会
場
の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
、
治

安
維
持
法
国
賠
同
盟
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
２

人
の
方
が
加
盟
さ
れ
、
笑
顔
で
祝
福
さ
れ

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

同
盟
へ
の
入
会
次
々
、
１
月
は
10
名
拡
大 

次
い
で
、
１
月
22
日
に
は
連
続
し
て
、
行

田
・
羽
生
支
部
主
催
で
同
講
演
会
が
行
わ

れ
、
こ
の
二
つ
の
講
演
会
で
５
名
の
方
が
同

盟
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
学
習
に
よ
っ
て
、

「
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
」
へ
の
理
解
が
広

が
り
、
県
同
盟
は
、
こ
の
運
動
を
通
じ
、
最

高
現
勢
を
更
新
、
１
月
は
月
目
標
の
10
名 

者
ワ
タ
ナ
ベ
・
コ
ウ
さ
ん
の
お
話
と
学
習
・
交

流
会
。
第
２
部
で
、
第
２
回
埼
玉
県
上
映
実

行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策

も
し
っ
か
り
と
り
な
が
ら
、
入
場
制
限
い
っ
ぱ

い
の
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

感
銘
与
え
た
ワ
タ
ナ
ベ
・コ
ウ
さ
ん
の
お
話 

講
演
に
先
立
ち
、
矢
島
恒
夫
県
本
部
会

長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
。
ワ
タ
ナ

ベ
・
コ
ウ
さ
ん
の
講
演
も
埼
玉
な
ら
で
は
の

「
漫
画 

伊
藤
千
代
子
の
青
春
と
自
由
民
権

運
動
」
と
題
し
、「
な
ぜ
漫
画
に
し
た
の
か
」
、

「
な
ぜ
時
代
背
景
を
か
い
た
の
か
」
、「
な
ぜ

千
代
子
は
が
ん
ば
れ
た
の
か
」
、「
千
代
子
の

た
た
か
い
を
ど
う
受
け
継
ぐ
か
」
と
４
つ
の
柱

だ
て
で
、
漫
画
や
資
料
な
ど
も
画
面
に
映
す

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
も
駆
使
し
な
が
ら
の
魅
力

あ
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。 

講
演
の
後
、
交
流
タ
イ
ム
も
と
ら
れ
、
参

加
者
か
ら
次
々
と
感
想
や
質
問
な
ど
も
出

さ
れ
、
ワ
タ
ナ
ベ
さ
ん
が
丁
寧
に
応
え
、
和 

ワ
タ
ナ
ベ
・
コ
ウ
さ
ん
迎
え
、
第
２
回
埼
玉
県
上
映
実
行
委
員
会
開
く 

 

年
末
募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

漫画「伊藤千代子の青春」
サインセール好評でした 

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
年
末
に
は
、
協

賛
団
体
の
皆
さ
ん
に
は「
年
末
募
金
」
を

お
願
い
し
、
快
く
応
じ
て
下
さ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
、
年
末
募

金
は
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
21
年
度
の
会
費
納

入
状
況
は
、
ま
だ
70
数
％
の
到
達
で

す
。
納
入
さ
れ
て
な
い
方
は
、
年
度
末

（
三
月
末
）
迄
に
は
納
入
し
て
下
さ
る
様

重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。 

映
画
「
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
・
製

作
・
上
映
協
賛
募
金
」
は
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

「
上
映
債
権
方
式
」
と
云
う
新
し
い
映

画
づ
く
り
で
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
協
力
で
、
埼
玉
県
も
21
口(

２

１
０
万
円) 

迄
到
達
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
30
ヶ
所
五
千
人
の
上
映
運
動
を
行

う
に
は
、
ま
だ
、
か
な
り
の
資
金
が
必
要

で
す
。
全
国
的
に
も
資
金
は
不
足
し
て

お
り
、
引
続
き「
募
金
」
は
続
け
て
参
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

   

 

伊
藤 

稔 
 

 
 

 
 

 

加
須
市 

柳
沢 

礼
子 

 
 

 
  

羽
生
市 

川
辺 

敏
雄 

  
 

  

羽
生
市 

佐
藤
江
里
子 

 
 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区 

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
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役
で
も
あ
っ
た
。
蜂
起
直
前
に
は
、
石
間

村
の
木
下
丑
松
外
四
名
約
一
五
〇
円
の

借
金
証
書
を
返
却
し
た
。 

明
治
一
七
年
八
月
頃
、
困
民
党
ト
リ

オ
ら
に
自
由
困
民
党
に
尽
力
を
乞
わ

れ
、
同
意
。
以
後
、
織
平
宅
の
土
蔵
は
自

由
困
民
党
の
会
議
に
頻
繁
に
使
わ
れ

た
。
群
馬
の
自
由
党
員
小
柏
常
次
郎
が

訪
れ
た
の
も
織
平
宅
で
あ
り
、
長
野
県

北
相
木
の
菊
池
貫
平
・
井
出
為
吉
が
や
っ

て
き
た
の
も
同
家
で
あ
っ
た
。
蜂
起
に
際

し
て
は
副
総
理
と
な
り
、
甲
隊
の
指
揮
を

と
っ
た
。 

 

事
件
後
の
一
一
月
八
日
、
織
平
と
高

岸
善
吉
は
東
京
神
田
で
逮
捕
さ
れ
た
。

明
治
一
八
年
二
月
一
九
日
、
死
刑
判
決

を
受
け
、
同
年
五
月
一
七
日
熊
谷
監
獄

で
死
刑
執
行
と
な
っ
た
。
享
年
三
六
歳
。

織
平
と
接
触
が
あ
っ
た
検
事
は「
暴
徒

中
、
人
物
が
最
も
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
は

加
藤
織
平
で
あ
っ
た
」と
語
っ
て
い
る
。 

 

残
さ
れ
た
家
族
は
母
、
妻
、
息
子
の
三

人
。
息
子
の
養
育
の
た
め
畑
や
山
林
の
一

部
を
売
り
、
妻
の
実
家
か
ら
も
支
援
を

受
け
た
。
息
子
は
や
が
て
石
間
小
学
校
の

教
員
と
な
っ
た
。 

 【
交
通
】
西
武
秩
父
駅
よ
り
吉
田
元
気
村

行
き
で
万
年
橋
下
車
、
石
間
に
向
か
い
徒

歩
約
２
０
分
。 

  

           

 

パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
、
参
院
選
埼
玉

選
挙
区
予
定
候
補
の
梅
村
さ
え
子
さ
ん

ら
４
人
が
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
浦
和
駅
東

口
で
20
人
が
参
加
し
て
金
曜
駅
頭
宣
伝

を
行
い
ま
し
た
。 

 

「
国
会
行
動
埼
玉
デ
ー
」に
参
加
を
！ 

＊
２
月
24
日
（
木
） 

＊
３
月
９ 

日
（水
） 

＊
３
月
23
日
（
水
） 

時
間
、
10
時
30
分
か
ら 

 
 

場
所 

衆
議
院
第
２
議
員
会
館 

  

〝
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
！ 

「
戦
争
さ
せ
な
い
！
埼
玉
の
会
」が 

新
春
早
々
、
デ
モ
と
駅
頭
宣
伝
・・・・ 

同
盟
も「
同
盟
旗
」掲
げ
３
人
参
加 

 

１
月
７
日
、「
戦
争
さ
せ
な
い
！
埼
玉

の
会
」
は
、
今
年
初
の
昼
デ
モ
を
実
施
、

80
余
人
が
参
加
し
ま
し
た
。「
国
賠
同

盟
」
か
ら
も
黄
色
の
幟
を
掲
げ
て
（
写
真
）

三
人
が
参
加
。「
希
望
の
楽
団
」
の
演
奏

を
交
え
て
、
県
庁
東
門
か
ら
浦
和
西
口

ま
で
行
進
、
行
き
交
う
人
々
か
ら
声
援 

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

墓
誌
は
秩
父
市
吉
田
石
間
の
沢
口
の

加
藤
家
前
の
畑
の
脇
に
あ
る
。 

重
懲
役
一
〇
年
に
処
せ
ら
れ
大
日
本

帝
国
憲
法
発
布
の
大
赦
で
出
獄
し
た
落

合
寅
市
が
、
事
件
参
加
者
の
家
を
訪
ね
て

寄
付
を
募
り
建
立
し
た
。
明
治
末
年
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
台
石
に
は「
志
士
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。
寅
市
は「
暴
徒
」
に
対
し

て
立
憲
「
志
士
」
を
対
置
し
た
の
で
あ
る
。

警
察
が
こ
の「
志
士
」
を
削
れ
と
言
っ
て
き

た
が
、
寅
市
が
突
っ
ぱ
ね
た
と
い
う
。 

 

加
藤
織
平
は
畑
一
町
余
と
山
林
を
所

有
す
る
石
間
村
有
数
の
上
農
で
質
屋
も

営
み
、
村
民
か
ら「
質
屋
良
助
」
と
呼
ば
れ 

て
い
た
。
祭
り
や
芝
居
を
取
り
仕
切
る
顔 

県
版
「不
屈
」４
百
号
に
思
う 

 

「
不
屈
」
埼
玉
版
が
本
号
で
四
百
号

と
な
り
ま
し
た
。
先
ず
数
十
年
に
渡
り

発
行
を
続
け
て
き
た
先
輩
達
の
努
力

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
手
元
に
あ
る
一

番
古
い「
不
屈
」
埼
玉
版
一
九
九
〇
年

１
月
号
（
№
45
版
）
を
見
る
と
、
新
年

の
挨
拶
に
並
ぶ
県
役
員
の
顔
ぶ
れ
が

す
ご
い
の
で
す
。
会
長
須
永
甫
、
副
会

長
に
為
成
養
之
助…

、
顧
問
に
は
、
太

田
ま
ち
、
石
黒
周
三
、
星
野
力
、
大
島

慶
一
郎
、
松
崎
濱
子
な
ど
そ
う
そ
う

た
る「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
」
が
並
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
が
埼
玉
で

活
動
し
て
い
た
と
思
う
と
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
、
生

存
中
に
果
た
せ
な
か
っ
た
〝
無
念
の
思

い
を
〟
胸
に
頑
張
ら
ね
ば
と
意
を
強

く
し
た
次
第
で
す
。 

埼
玉
県
の
同
盟
は
、
２
年
後
の
二
〇

二
四
年
に
は
全
国
に
先
駆
け
て
創
立

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、

県
で
の「
同
盟
運
動
」
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
学
び
、
大
き
な「
県
同
盟
」
を
建

設
す
る
た
め
に
も
、
県
版「
不
屈
」が
皆

様
に
読
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
よ
う
紙
面

改
善
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「
不
屈
」編
集
担
当
小
池
荘
市
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
の
撤
回
を
求
め
て
県
教
育
委
員
会
に
申
し
入

れ
を
行
っ
た
。
政
府
は
植
民
地
支
配
の
も
と
で
行
わ
れ
た
数
々

の
非
人
道
的
な
人
権
侵
害
を「
無
か
っ
た
こ
と
」
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
日
朝
協
会
埼
玉
県
連
は
、
年
間
通
し
て
３･

１
運
動
記

念
学
習
会
、
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
会
、
日
朝
関

係
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
朝
鮮
の
植
民
地
支
配
の
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
私
た
ち
自
身
が
過
去
の
負
の
歴

史
に
向
き
合
い
、
学
び
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
政

府
の
歴
史
歪
曲
を
許
さ
な
い
力
に
な
る
と
と
も
に
、
韓
国
・
朝

鮮
の
人
々
と
の
本
当
の
友
好
と
信
頼
を
築
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。 

                       

菅
内
閣
は
、
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
と
徴
用
工
の
教
科
書

記
述
に
関
わ
る
日
本
維
新
の
会
の
馬
場
議
員
の
質
問
へ
の

答
弁
書
を
二
〇
二
一
年
４
月
27
日
に
閣
議
決
定
し
た
。

そ
の
内
容
は
、「
従
軍
慰
安
婦
」と
い
う
用
語
は「
軍
に
よ
り

『
強
制
連
行
』
さ
れ
た
」
と
い
う
「
誤
解
」
を
招
く
お
そ
れ
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
本
土
へ
動
員
さ
れ

た
徴
用
工
に
つ
い
て
は「
強
制
的
に
連
行
さ
れ
た
」
と
す
る

の
は
不
適
切
だ
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
埼
玉
県
教
育
委
員
会

は
、
ご
丁
寧
に
閣
議
決
定
の
内
容
を
説
明
し
た「
生
徒
向

け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、
県
立
学
校
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の

生
徒
に
配
布
し
て
い
る
。
日
朝
協
会
埼
玉
県
連
は
、
こ
の
リ 

  

私も 
一言 

短  

歌 

政
府
は
年
金
引
き
下
げ
今
年
も
実
施
す

る
と
冷
酷
な
ル
ー
ル
今
こ
そ
変
え
ね
ば 

 

米
に
お
も
ね
核
禁
条
約
無
視
を
す
る 

非
人
道
の
道
決
し
て
許
さ
ず 

川
口
市 

 
 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

お
も
ち
ゃ
の
ピ
ア
ノ
た
た
く
二
歳
児 

春
う
ら
ら 

暖
房
車
遠
か
み
な
り
に
似 に

し
い
び
き 

春
日
部
市 

  

浅
子 

薫
衣 

初
デ
モ
に
眩
し
く
光
る
同
盟
旗 

行
田
市 

  
 

大
野 

辰
男 

減
る
賀
状
受
け
継
ぐ
遺
志
の
固
き
へと 

さ
い
た
ま
市  

小
池  

荘
市 

川 

柳 

多
言
総
理「
強
靭
化
」
と
思
い
や
り 

化
粧
直
し
衣
の
下
の
鎧
強 し

め 

川
口
市 

 
 

小
室 

 

仁
彌 

ア
メ
リ
カ
の
期
待
に
叶
う
聞
く
力 

少
年
の
願
い
は
平
和
凧
を
揚
げ 

春
日
部
市 

 

福
家 

駿
吉 

＊
初
心
者
歓
迎
、
毎
月
25
日
締
め
切
り
で

す  ＊
初
心
者
歓
迎
、
毎
月
25
日
締
め
切
り
で

す 

    

 

第
５
回

加
藤
織
平
の
墓
碑 

 
 

 
 

 

篠
田 

健
一 

 

秩父事件 
墓碑探訪 

歴
史
を
学
び
、
過
去
の
負
の
歴
史
に
向
き
合
い
、 

次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ 

 
 
    

 
 

日
朝
協
会
埼
玉
県
連
合
会
会
長 

関
原 

正
裕  

 
 
 

 

 

通
常
国
会
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
岸

田
内
閣
の
政
策
に
怒
り
心
頭
で
す
。

一
つ
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
急

拡
大
、
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
が

進
ん
で
い
な
い
こ
と
で
す
。
オ
ミ
ク
ロ 

ン
が
拡
大
す
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
の
に
予
防

接
種
の
対
策
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
私

も
毎
日
我
が
家
の
ポ
ス
ト
を
開
き
、「
今
日
も
接

種
券
来
て
な
い
、
い
つ
に
な
っ
た
ら…

…

」
と
不

安
が
募
り
ま
す
▼
も
う
一
つ
岸
田
内
閣
に
怒
り

が
収
ま
ら
な
い
の
は
、
憲
法
改
憲
を
急
速
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
今
年
は
、
日
本

憲
法
が
施
行
さ
れ
て
75
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

第
２
次
世
界
大
戦
に
よ
り
、
多
大
な
犠
牲
を
払

い
痛
苦
の
歴
史
か
ら
誕
生
し
た
日
本
国
憲
法

は
、
こ
れ
ま
で
改
憲
勢
力
の
度
重
な
る
攻
撃
に

も
屈
せ
ず
、
世
論
と
運
動
に
よ
っ
て
守
っ
て
き
ま

し
た
▼
私
は
、
小
さ
な
女
性
グ
ル
ー
プ
で
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
や
日
本
国
憲
法
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。「
歴
代
自
民
党
、
特
に
安
倍
、
岸
田
内
閣

が
９
条
改
憲
を
急
い
で
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
た

め
？
」
と
ポ
ツ
リ
と
感
想
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

気
軽
に
思
っ
た
疑
問
を
出
し
合
い
、
誰
か
が
答

え
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
な
か
で
賢
く
な
っ
て
い
き

ま
す
ね
▼
夏
の
参
議
院
選
挙
で
共
産
党
の
勝
利

と
憲
法
改
悪
ス
ト
ッ
プ
を
み
ん
な
の
力
で
実
現

し
、
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」
の
上
映
運

動
も
成
功
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
。
（ユ
リ
） 

 

      

               

   

 

 

 




